
　　　　

令和８ 年 3 月 10 日

平日 10 時 30 分から 18 時 00 分まで

学校休業日 9 時 30 分から 17 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

（別添資料１）

支　援　内　容

・健康状態の維持・改善⇒健康状態の確認を行い、「いつもと違う様子」にすぐ気づけるようにします。衛生面・清潔面に自分で気を配り、清潔な体を保てるようにしていきます。
・生活習慣や生活リズムの形成⇒園～事業所～自宅の生活リズムを身につけます。園とは違う集団での生活に慣れ、安心して楽しく過ごせるようにします。必要に応じて午睡のサポートも
行います。
・基本的生活スキルの獲得⇒保護者や園と連携してトイレトレーニングを行います。食具の使い方、衣服の着脱・手洗いうがいなど身の回りのことを自分でできるようサポートしていきま
す。

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上⇒戸外活動、室内サーキット、ボルダリング、トランポリンなど体を動かす機会を設けます。
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用⇒姿勢を保持する力がつくよう、体幹トレーニングを行います。活動開始時、帰りの会など決められた時間は自分の席に座って話を聞く練習を
行っています。
・身体の移動能力の向上⇒たくさん体を動かし、体力の向上を目指します。自分で歩いて移動する体力をつけていきます。
・保有する感覚の活用⇒おやつ作りや粘土遊び、水遊びなどを通して五感を使った感覚遊びを行います。
・感覚の補助及び代行手段の活用⇒体の使い方がまだ分かっていない方も多いので、体を動かす活動でいろいろな動きをしてみる体験を行います。手首の動かし方や手指の力の入れ方の練
習を行います。
・感覚の特性への対応⇒感覚の過敏さや鈍感さを把握し、寄り添った対応ができるようにしています。

本
人
支
援

・認知の特性についての理解と対応⇒偏食の方が楽しく食事ができるような調理体験をします。自分で作ってみる、みんなと一緒に食べてみることで食べる事ができたという成功体験を積
みます。様々なこだわりにも対応し少しでもこだわりが和らいだり、柔軟に対応できるような支援をしていきます。
・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得⇒事業所での入室から準備の流れをルーティン化、活動の流れを掲示し、利用者が自分で流れを理解して行動に移すことができるような
工夫をしています。

・コミュニケーションの基礎的能力の向上⇒語彙を増やし、単語と意味の理解に努めながら、好きな事や感じたことを話す機会を増やし、相手に伝わることの楽しさを覚えていくことがで
きるように支援を行います。
・言語の受容と表出⇒言葉が増えたり、引き出せるような支援を行います。
・言語の形成と活用⇒言葉とその意味を一致させ、発語を増やすことができるよう支援しています。
・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得⇒攻撃的な話し方や相手が嫌な気持ちになる話し方を理解し、相手を思いやった話し方ができるよう練習していきます。
・コミュニケーション手段の選択と活用⇒言葉でのコミュニケーションが難しい場合は、ジェスチャーや絵カードなどその子の特性に合わせた方法で支援できるよう工夫します。
・状況に応じたコミュニケーション⇒時と場合、状況に応じた言葉、声の大きさなどに注意してコミュニケーションができるよう支援しています。
・読み書き能力の向上⇒当事業所では学習支援は行っていませんが、筆記用具を使ってお絵かきや塗り絵をしたり、数字や曜日を読む練習は日課として取り入れています。

支援方針

・障がい児・障がい者の方の可能性を無限大にする。
・スタッフの笑顔が利用者の方の笑顔につながる。
・障害を持たれた方の人生をサポートする。

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

法人（事業所）理念
【未来の安心を創造する】
利用者・職員・その家族からあらゆる不安を取り除き・利用者・その家族の人生の伴走者になり、良いときも悪いときも一緒に悩み、喜び、成長をしていき、振り返ったときに、良かっ
た、楽しかったと思えるように日々支援をしていきましょう。

事業所名 アシストⅡ　にこにこ園 作成日支援プログラム（参考様式）



人間関係
社会性

家族支援

情報提供と相談支援
定期的な保護者面談
お子さまの支援状況や課題、成長について保護者と共有し、家庭での対応方法
について相談します。
専門家からのアドバイス
必要に応じて、心理士などの専門職による保護者向けのアドバイスや相談会を
実施します。
地域資源の紹介
福祉サービス、療育機関、就労支援サービスなど、利用可能な地域の支援機関
を紹介します。 家庭での対応方法の指導
子どもとの接し方のアドバイス
行動面、コミュニケーション面での課題に対し、適切な対応方法を伝えます。
例えば、生活習慣を整えるための具体的な支援。
具体的なスキル練習の提案
家庭で取り組める課題（例：金銭感覚を養うための買い物練習、時間の管理な
ど）を提供し、実践をサポートします。
心理的サポート
カウンセリングの提供
子育てのストレスや悩みを軽減するため、保護者向けの個別カウンセリングを
実施します。
ペアレントトレーニング
お子さまの行動を理解し、適切に対応するためのトレーニングを行います。実
践的な内容で、家庭での育児ストレスを軽減します。

移行支援

移行計画の作成と定期的な見直し
年に1回、関係機関（幼稚園・保育園、相談支援事業所、他事業所）と合
同でカンファレンスを実施します。

幼稚園・保育園や保護者との連携強化
定期的に保護者面談を実施し、進路希望や不安点を確認します。
園への訪問を行い、担任の先生と情報共有します。
園での実態と放課後デイでの様子を共有し、一貫性のある支援を行いま
す。

進学・進級・就園の情報提供と見学の機会
進学や進級、就園に向けて情報の提供を行います。

移行後のフォローアップ支援
必要に応じて、進級後先生方と情報共有したり、就園先と情報共有し、支
援を継続します。

本
人
支
援

・アタッチメント（愛着）の形成と安定⇒当事業所のスタッフが利用者から安心できる大人として信頼していただけるよう努めます。
・遊びを通じた社会性の発達⇒周りのお友達と一緒に楽しく遊ぶ経験が積めるよう、スタッフが介入してサポートします。共同遊びの中でルールや順番を守ることができるよう支援しま
す。
・自己の理解と行動の調整⇒自分の感情をコントロールし、行動を制御できるよう練習していきます。
・仲間づくりと集団への参加⇒園や家族とは違う集団で楽しく安心して過ごせるようサポートします。集団での活動に意欲的に参加できるようにします。



主な行事等

春（4月～6月）　　　　　　　　　　　　　　　　夏（7月～9月）　　　　　　　　　　　　秋（10月～12月）　　　　　　　　　　　　　冬（1月～3月）
入園・進級お祝い会　　　　　　　　　　　　　　七夕イベント（短冊作り、飾りつけ）　　ハロウィンイベント（仮装・お菓子配り）    新年会(初詣）
お花見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏祭り（屋台遊び、ヨーヨー釣りなど）　避難訓練（津波・台風など）　　　　　　　　節分イベント（豆まき、鬼のお面作り）
こどもの日イベント（鯉のぼり制作、ゲーム）　　水遊び　　　　　　　　　　　　　　　　クリスマス会（ミニゲーム・ワークショップ　ひな祭りイベント（ひな人形制作など）
すいか割り　　　　　　　　　　　　　　　　　　避難訓練（大雨・洪水など）　         ・キッズDJなど）　　　　　　　　　　　　　バレンタインイベント
母の日・父の日制作（プレゼント作り）　　　　　校外学習（公園・遊園地・工場見学等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お別れ会（卒業の送別会）
避難訓練（地震・火災など）
力士交流会

地域支援・地域連携

地域の学校との連携強化
特別支援教育コーディネーターや担任と定期的な情報共有会を開催
学校での個別支援会議やケース会議に参加しましょう。
先生向けの障がい理解・支援研修の提供をしましょう
他事業所（相談支援・訪問看護・療育施設など）との連携
定期的な事業所間の合同研修・意見交換会の実施しましょう。
必要に応じて、連携支援計画を立てましょう。
地域の障害児支援ネットワークの構築していきましょう。
地域の企業と連携した職業体験・社会参加支援
軽作業や接客体験を提供しましょう。
地域の福祉作業所や就労支援施設と連携し、進路相談の機会を作りましょう。
高校生向けにアルバイト・インターンの受け入れ窓口を整備しましょう。
福祉・医療機関との連携
作業療法士・言語聴覚士・心理士などと連携した支援プログラムの提供
障がい児支援に関する最新情報を共有し、質の高い支援を実施

職員の質の向上

定期的な研修の実施
障害特性の理解、支援技術の向上、応急対応、法制度の変更などについ
て、月1回の勉強会や外部研修を実施します。
OJT（オン・ザ・ジョブ・トレーニング）の充実
ベテラン指導員によるマンツーマン指導を導入し、実際の支援場面での対
応を学ぶ機会を増やします。
事例検討会の開催
児童ごとの支援方法について意見交換する場を設け、チーム全体で支援の
質を高めます。
スーパービジョンの導入
外部の専門家（心理士、作業療法士、ソーシャルワーカーなど）による指
導を受ける機会を作ります。
振り返りとフィードバックの強化
日々の支援の振り返りを行い、他の指導員や管理者からのフィードバック
を受けて成長できる環境を整えます。
マニュアルの整備と更新
新人向けの基本マニュアルと、実践的な事例をまとめた応用マニュアルを
整備し、定期的にアップデートします。
ICT（情報通信技術）の活用
個別支援計画や日報の作成を効率化するためのアプリ導入や、オンライン
研修の活用を推進します。
職員間のコミュニケーション促進
チームミーティングや意見交換の場を設け、指導員同士が互いに学び合え
る環境を作ります。
保護者・地域との連携強化
保護者との情報共有を密にし、地域の支援者や関係機関と協力しながら、
より良い支援を実現します。


